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１ 

１ はじめに 

 

和牛肥育経営では、近年の購入飼料をはじめとする生産資材価格が高止ま

りしている状況下において、経営安定を図るため、いかに収益性を高めるか

ということが重要な課題となっています。 

収益性を高めるためには、出荷月齢を本県の家畜改良増殖目標である 27

か月齢とするなど早期化し、かつ十分な枝肉重量と高いＡ５等級割合を確保

することが必要です。そのため、肥育前期に十分な粗飼料を摂取させ内臓や

骨格の発達を促し、肥育中期以降の食滞を防止することが重要となります。 

そこで、この度、肥育前期において、十分な粗飼料を摂取させつつ規定量

の配合飼料を採食させることを目的に、発酵ＴＭＲの給与試験を行いました。 

その結果、肥育中後期においても食滞等を起こさず、肥育期間の短縮かつ

枝肉格付の向上が期待できる成績が得られたことから、肥育専業経営体にお

ける市場導入牛にも活用可能な肥育期間短縮技術として取りまとめました。 

和牛生産者や関係者の皆様に本マニュアルを御活用いただき、和牛肥育経

営の一助となれば幸いです。 

令和７年２月 

岩手県農業研究センター畜産研究所 所長 工藤祝子

 

 



 

２ 

２ 混合飼料（ＴＭＲ）、発酵ＴＭＲとは 

（１）ＴＭＲ（Total Mixed Rations）は、乾草、稲ワラ、配合飼料、ミネラル

やビタミン、水など飼料全てを機械（ミキサ－）で混合したものです。 

（２） 乾草や稲ワラなどの長物の粗飼料は、ミキサ－で混合する前に予備

的に細断します。また、混合の際にも細断されます。細断・混合時に加

水しＴＭＲの乾物を 50～60％位に調整します。「粗飼料の細断」「飼料

の混合」「水分」により、均一で偏りのないＴＭＲが出来上がり、牛に

選び食いをさせず設計量の栄養を与えることができます。 

（３）ＴＭＲを「整形」「密封」し、１か月程度発酵させたものが「発酵Ｔ

ＭＲ」です。発酵ＴＭＲは、一度にまとめて作って貯蔵・給与できるの

で、「農繁期の労力低減」や夏場でも変敗しにくい「日持ちが良い」利

点があります。一方で、ＴＭＲを整形・被覆する機械（コンビネ－ショ

ンラッピングマシン等）が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

原材料をミキサーで攪拌後ロール

を作成 

粗飼料の切断長は 10cm程度 

コンビネーションラッピングマシーンで整形

後ラッピングします。 



 

３ 

３ 発酵ＴＭＲの調製 

（１）原料は、粗飼料（乾草、稲わら）、バイオバガス※1、大豆粕、肥育用 

配合飼料（ＴＤＮ64％、ＣＰ13％）、水です（給与量は５ページに記載）。 

※１ バイオバガス：サトウキビの絞り粕に特殊な発酵処理をした飼料。繊維分として有効。 

（２）11 か月齢前後の給与メニューをもとにＴＭＲを調製します。ミキサ

－を攪拌させながら、各原料を表の順番に投入し混合します。また、ミ

キサー攪拌時に加水します。粗飼料の水分によって加水量が変わります。 

【例】調製量約 2,000kg（500kgロール４個分）で発酵ＴＭＲのロールを 

作成した時の原料と必要量は下記のとおりです。 

順番 原料 必要量 原料水分 

１ 乾草 331kg 22.0％ 

２ 稲わら 100kg 15.5％ 

３ バイオバガス  22kg 9.5％ 

４ 配合飼料 826kg 13.8％ 

５ 大豆粕 132kg 11.8％ 

６ 水 578L - 

 

（３）乾草や稲わらが細かくなり、原料が良く混合されたら、ミキサ－から 

ＴＭＲを排出します。その後、ＴＭＲをローダ－等でコンビネ－ションラ 

ッピングマシンに投入し、整形・被覆します。 



 

４ 

（４）発酵ＴＭＲ（ロール）の保管スペ－スが必要になりますので、予めロ 

ール保管場所を確保しておきます。 

（５）発酵ＴＭＲは発酵が終了するまで、開封しないようにしましょう。季

節によりますが、１か月以上が目安です。開封は、1.5か月を目安にし

ましょう。 

 

４ 発酵ＴＭＲの給与 

（１）市場導入後の９か月齢から 13か月齢の牛に発酵ＴＭＲを給与します。

14か月齢以降は、通常の飼料給与を行ってください。 

（２）発酵ＴＭＲは飽食させます。飼槽が空になる場合は追加しましょう。 

（３）発酵ＴＭＲは、開封後早め※２に利用しましょう。 

  ※２ 当所では夏季は３日以内、冬季は４日以内を目安としました。

肥育前期の発酵ＴＭＲの給餌と採食 
（選び食いがなく、センイ分もしっか
り食い込んでくれます） 



 
５ 

５ 飼料給与メニュ－（去勢牛） 

肥育ステージ 肥育前期 肥育中期 肥育後期 

月齢 ９ 10 11 12 13 14-21 22-27 

体重（kg）※３ 288 319 351 382 414 445-638 661-759 

DG（kg/日） 1.0 - - 

給与量 
(kg/日) 

発酵 TMR 12.0 13.0 13.5 14.0 15.0 - - 

内

訳 

肥育用配合 4.2 5.2 6.2 7.2 8.1 10.0 10.0 

大豆粕 0.8 0.8 0.8 0.8 0.9 - - 

乾草 3.0 2.5 2.0 1.0 0.5 - - 
稲わら 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.5 1.5 

バイオバカス 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 
栄養 
充足率 
（％） 

TDN 110 100 100 100 100 - - 

CP 110 120 130 130 150 - - 

  ※３ 目標体重は、日本飼養標準（肉用牛）より抜粋 

  注）11か月齢前後のメニュ－を基に発酵ＴＭＲを作成し、９～13か月齢に給与します 

注）ＴＭＲ調製時に加水します。乾草の水分含量で加水量が変わります。 

 

 
給与のポイント 

飽食が基本です。採食量をよく観察し、飼槽が空にならないように注意しましょう。 
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６ 

６ 参考（試験成績） 

 
（１）枝肉成績 

  発酵ＴＭＲを給与した牛の枝肉成績は、慣行区より枝肉重量が大きく、

BMS No.も高く、A5等級の割合は 100％と極めて優れました。 

 

 

 

 

試験区 月齢
終了時
体重
(kg)

格付頭数
A5割合
(頭)

枝肉重量
（kg）

単価
（円）

発酵TMR
給与
（8頭）

27.2 764
A5*8
100%

482.0 2,383

慣行
（８頭）

27.1 739
A5*4
A4*4
50％

468.0 2,208

★ 販売額の向上（試験牛・去勢） 

 

 枝肉単価が 175円/kg高く、販売金額が 1頭あたり 115千円向上しました。 

試験区
ロース芯
面積
（㎝）

バラの
厚さ
（㎝）

皮下脂肪
の厚さ
（㎝）

歩留
基準値
（％）

BMS
No.

発酵TMR
給与
（8頭）

68.3 8.0 2.2 75.3 10.6

慣行
（８頭）

68.1 7.9 2.1 75.8 8.8
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（２）肥育期間中の乾物摂取量 

肥育前期の発酵ＴＭＲ給与で、肥育中期以降は採食量が増える傾向で 

した。 

 

 

（３）肥育期間中の体重の推移 

発酵ＴＭＲを給与すると体重の増加が大きくなります。 
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大きく育てて、収入アップ！ 


